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視
察
日

　

平
成
25
年
11
月
21
日
〜
22
日

視
察
先

・
横
浜
市

　
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」

・
埼
玉
県
川
越
市
役
所

視
察
目
的

・
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
住

民
情
報
を
保
管
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
利
用
す
る
「
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
」
と
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

に
つ
い
て

視
察
内
容

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
、
庁
舎

内
に
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
設

置
す
る
必
要
が
な
い
た
め
経
費

節
減
や
、
災
害
時
の
デ
ー
タ
消

失
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
注

目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
複
数
の
地

方
公
共
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
と
集

約
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
業

務
の
軽
減
、
災
害
対
策
な
ど
も

図
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
国

民
に
番
号
を
割
り
振
り
、
情
報

を
一
元
管
理
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
は
、
災
害
時
に
お
け
る
活

用
、
各
種
事
務
・
手
続
き
の
簡

素
化
な
ど
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
が
る
利
点
が
あ
る
。

　

本
村
で
も
、
防
災
へ
の
対
応

強
化
の
た
め
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、

当
日
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
厳
し
く

有
人
監
視
、
厳
重
な
入
退
館
管

理
の
中
で
の
緊
張
し
た
視
察
で

あ
っ
た
。

　

次
に
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
白
書
」
に
つ
い
て
、
川
越
市

の
取
り
組
み
を
視
察
し
た
。

　

こ
の
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
と
は
、
公
共
施
設
を
経
営

的
な
視
点
か
ら

総
合
的
か
つ
統

括
的
に
企
画
、

管
理
及
び
利
活

用
す
る
仕
組
み

を
指
す
。
白
書

を
作
成
す
る
に

当
た
っ
て
検
討

委
員
会
、
若
手

職
員
に
よ
る
検

討
専
門
会
を
立

ち
上
げ
た
。
公
共
施
設
を
取
り

巻
く
課
題
は
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
到

来
と
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
財
源
の
限

界
な
ど
が
あ
り
、
ど
こ
の
自
治

体
で
も
共
通
の
問
題
点
だ
と
感

じ
た
。

　

た
だ
、
川
越
市
の
よ
う
に
公

共
施
設
が
多
い
と
白
書
と
し
て

ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
本

村
は
公
共
施
設
が
少
な
く
広
範

囲
で
は
な
い
の
で
、
管
理
、
利
活

用
す
る
仕
組
み
は
、
即
実
施
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

視

察

研

修

報

告

川越市で作成された白書

白書を作成に至った経緯の説明

川越市役所にて


